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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被取付部材の凹所に対して開閉可能に設けられる開閉部材に取り付けられるロック装置
であって、
　前記開閉部材に取り付けられる第１部材と、操作部材が設けられた第２部材とを有する
ハウジングユニットと、
　前記第１部材に取り付けられ、前記操作部材の動きに連動して移動することによって前
記被取付部材に対して前記開閉部材をロック状態にするロック部材と、
　前記第２部材に設けられ、前記ロック部材の移動を規制可能なキーシリンダと、を備え
、
　前記操作部材は、一端側に形成された軸支部と、他端側にユーザが把持可能に形成され
た取っ手部と、前記軸支部より前記他端側で前記操作部材の裏面に設けられるカバー部と
、を有しており、
　前記第２部材は、前記軸支部を回動可能に支持する軸受部を前記一端側に含み、
　前記第１部材および前記第２部材は、弾性を有する結合爪により互いに結合され、
　前記結合爪の少なくとも一部を外部に露出させるための開口が前記第２部材の前記他端
側に設けられ、外部から前記開口を介して前記結合爪を押すことで結合を解除可能であり
、
　前記キーシリンダにより前記ロック部材の移動を規制した場合、前記操作部材の動きが
規制され、前記開口は前記カバー部で覆われて外部に露出しないように構成されることを
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特徴とするロック装置。
【請求項２】
　被取付部材の凹所に対して開閉可能に設けられる開閉部材に取り付けられるロック装置
であって、
　前記開閉部材に取り付けられる第１部材と、操作部材が設けられた第２部材とを有する
ハウジングユニットと、
　前記第１部材に取り付けられ、前記操作部材の動きに連動して移動することによって前
記被取付部材に対して前記開閉部材をロック状態にするロック部材と、を備え、
　前記第１部材および前記第２部材は、弾性を有する結合爪により互いに結合され、
　前記操作部材は、一端側に形成された軸支部と、他端側にユーザが把持可能に形成され
た取っ手部とを有しており、
　前記第２部材は、前記軸支部を回動可能に支持する軸受部を前記一端側に含み、前記結
合爪の少なくとも一部を前記開閉部材内に露出するための開口が形成されており、
　外部から前記開閉部材の側面に形成された解除用開口と前記開口とを介して前記結合爪
を押すことで結合を解除可能であり、
　前記開閉部材が閉じられた状態では、前記解除用開口は外部に露出しないように構成さ
れることを特徴とするロック装置。
【請求項３】
　前記軸支部は、前記操作部材の回動軌跡に沿って円弧状に形成された溝であり、
　前記軸受部は、前記軸支部に挿入される円弧状突部または円柱状突部に形成されること
を特徴とする請求項１または２に記載のロック装置。
【請求項４】
　前記開口は、前記第１部材に結合孔として形成され、前記結合爪に結合されることを特
徴とする請求項１または２に記載のロック装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、開閉部材に取り付けられるロック装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　車両のグローブボックスの開口を開閉する開閉部材には、開閉部材を閉状態に保持する
ためのロック装置が取り付けられる。ユーザはロック装置の操作部材を操作することでロ
ックを解除してグローブボックスを開く。
【０００３】
　たとえば特許文献１には、グローブボックスに取り付ける開閉ロック装置が開示される
。この開閉ロック装置は、グローブボックスに組み付けられる箱状のケースと、ケースに
組み付けられるノブとを有する。ケースの両側面に形成された円柱状の突部に、ノブの両
側面に形成された軸受孔を嵌合して、ノブがケースに揺動可能に支持される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００４－２１１３８３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１に記載の技術においてノブを交換する場合、ノブがケースに嵌合されている
ため、ケースごとグローブボックスから取り外すことになる。そのため最悪の場合、グロ
ーブボックスをダッシュボードから取り外し、グローブボックスを解体してロック装置を
取り外してノブを取り出すことになる。
【０００６】
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　本発明はこのような課題に鑑みてなされたものであり、その目的は、操作部材を容易に
取り外すことができるロック装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するために、本発明のある態様は、被取付部材の凹所に対して開閉可能
に設けられる開閉部材に取り付けられるロック装置であって、開閉部材に取り付けられる
第１部材と、操作部材が設けられた第２部材とを有するハウジングユニットと、第１部材
に取り付けられ、操作部材の動きに連動して移動することによって被取付部材に対して開
閉部材をロック状態にするロック部材と、を備える。第１部材および第２部材は、弾性を
有する結合爪により互いに結合される。このロック装置は、結合爪の少なくとも一部を外
部に露出させるための開口が設けられ、外部から開口を介して結合爪を押すことで結合を
解除可能である。
【０００８】
　この態様によると、例えば所定の治具を用いて、開口から結合爪を押して撓ませて結合
を解除し、操作部材を有する第２部材を容易に取り外すことができる。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、ロック装置において操作部材を容易に取り外すことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】実施形態のロック装置を取り付けた開閉部材を説明するための図である。
【図２】ロック装置および開閉部材の組み立て図である。
【図３】ハウジングユニットの組み立て図である。
【図４】図４（ａ）は、ハウジングユニットの正面図であり、図４（ｂ）は、ハウジング
ユニットを軸方向に見た側面図である。
【図５】図５（ａ）は、ハウジングユニットの裏面図であり、図５（ｂ）は、ハウジング
ユニットの軸支部側の側面図である。
【図６】開閉部材に取り付けたロック装置の断面図である。
【図７】開閉部材からアッパー部材の取り外しについて説明するための図である。
【図８】アッパー部材の取り外しを説明するための断面図である。
【図９】第１変形例のロック装置について説明するための図である。
【図１０】第２変形例のロック装置について説明するための図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　図１は、実施形態のロック装置１２を取り付けた開閉部材１０を説明するための図であ
る。図１（ａ）は、開閉部材１０の外側を示す正面図であり、図１（ｂ）は、開閉部材１
０の内側を示す裏面図である。なお、図１（ｂ）にはロック装置１２を覆う開閉部材１０
の内側カバーを省いて図示する。開閉部材１０は２枚の板状部材を貼り合わせて形成され
る。ロック装置１２の一部は開閉部材１０の内側に配設される。
【００１２】
　開閉部材１０は、たとえば車両のグローブボックス用のリッドである。グローブボック
スはダッシュボードに設けられた収納空間である凹所を有する被取付部材であり、開閉部
材１０は凹所の開口を開閉する蓋として機能する。ロック装置１２は、開閉部材１０に取
り付けられ、開閉部材１０をロック状態にして閉状態を保持できる。ロック装置１２は、
第１ロッド２６および第２ロッド２８からなるロック部材と、ハウジングユニット２０と
、キーシリンダ２２とを有する。
【００１３】
　開閉部材１０は、長方形状に凹むように形成された凹部１０ａと、凹部１０ａ内に形成
された取付孔１０ｂを有する。取付孔１０ｂの縁にハウジングユニット２０が取り付けら
れる。
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【００１４】
　図１（ａ）に示すように開閉部材１０の外側にハウジングユニット２０の操作部材４０
が露出する。ユーザは操作部材４０を引くことでロック解除をする。操作部材４０にはキ
ーシリンダ２２が埋め込まれる。
【００１５】
　図１（ｂ）に示すように第１ロッド２６の一端はロータ部材３４に連結され、他端側は
第１リテーナ３０に摺動可能に支持され、他端側の先端２６ａは第１リテーナ３０から突
き出る。第２ロッド２８の一端はロータ部材３４に連結され、他端側は第２リテーナ３２
に摺動可能に支持され、他端側の先端２８ａは第２リテーナ３２から突き出る。
【００１６】
　第１ロッド２６の先端２６ａおよび第２ロッド２８の先端２８ａはそれぞれ、グローブ
ボックスに形成されたロック用孔に挿入されて、開閉部材１０をロック状態にする。ロー
タ部材３４が回転すると、第１ロッド２６および第２ロッド２８も連動して軸方向に移動
する。第２ロッド２８は、段状に形成される。キーシリンダ２２は、キーをかけると、す
なわちオンするとロータ部材３４の回転を規制して、ロック部材の移動を規制する。キー
シリンダ２２は、オフされるとロータ部材３４を回転可能な状態にする。
【００１７】
　図２は、ロック装置１２および開閉部材１０の組み立て図である。ここで各図面に示さ
れる同一または同等の構成要素、部材には、同一の符号を付するものとし、適宜重複した
説明は省略する。
【００１８】
　キーシリンダ２２が取り付けられたハウジングユニット２０は、開閉部材１０の外側か
ら取付孔１０ｂへ取り付けられる。ハウジングユニット２０の第１取付部７０および第２
取付部７１によって取付孔１０ｂの縁へ係止する。ハウジングユニット２０を一体化する
ことで、取付孔１０ｂへの取り付けが容易である。
【００１９】
　開閉部材１０の内側に配置された第１ロッド２６および第２ロッド２８と、取付孔１０
ｂから出たロータ部材３４が連結される。ロータ部材３４の突部８２は第１ロッド２６の
窪み部２６ｂに連結され、突部８４は第２ロッド２８の窪み部２８ｂに連結される。ハウ
ジングユニット２０について以下に詳細に説明する。
【００２０】
　図３は、ハウジングユニット２０の組み立て図である。また、図４（ａ）は、ハウジン
グユニット２０の正面図であり、図４（ｂ）は、ハウジングユニット２０の軸方向の側面
図である。また、図５（ａ）は、ハウジングユニット２０の裏面図であり、図５（ｂ）は
、ハウジングユニット２０の側面図である。なお、軸方向とは操作部材４０の回動軸の向
きをいう。
【００２１】
　ハウジングユニット２０は、アッパー部材４２と、ロア部材３６とを有する。ロア部材
３６は、開閉部材１０に取り付けられ、アッパー部材４２はロア部材３６に取り付けられ
る。アッパー部材４２はロア部材３６から取り外し可能に設けられる。アッパー部材４２
は、アッパー本体部材３８、操作部材４０、付勢部材４４およびクッション部材４６を有
する。
【００２２】
　操作部材４０は、シリンダ孔５０、シリンダ保持部５２、軸支部５４、取っ手部５５、
カバー部５６、伝達部５８およびバネ端支持部５９を有する。操作部材４０は、外部に露
出し、ユーザによる操作に応じてロック部材のロック状態を解除させる。図４（ａ）に示
すように操作部材４０の中央に筒状のシリンダ孔５０が形成される。シリンダ孔５０にキ
ーシリンダ２２が挿入されると、シリンダ孔５０の径方向内向きに突出した複数のシリン
ダ保持部５２によりキーシリンダ２２の外周面が保持される。このようにキーシリンダ２
２はシリンダ孔５０に収容され、固定される。キーシリンダ２２はシリンダ保持部５２に
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強固に嵌合され、操作部材４０から取り外せない態様であってよい。
【００２３】
　板状のカバー部５６は、操作部材４０の裏面から立設するように形成される。カバー部
５６は所定の閉位置にて結合爪６４を覆う。操作部材４０の一端側に軸支部５４が形成さ
れ、他端側にユーザが把持可能な取っ手部５５が形成される。カバー部５６は、シリンダ
孔５０より取っ手部５５側に設けられる。
【００２４】
　伝達部５８は、操作部材４０の軸支部５４側の裏面から立設するように形成される。伝
達部５８は、ロータ部材３４の突部８３に当接して、操作部材４０の回転に応じてロータ
部材３４を回転させる。
【００２５】
　軸支部５４は、操作部材４０の側面に円弧状でかつ溝状に形成される。なお、軸支部５
４は貫通した溝に形成される。軸支部５４の円弧は、操作部材４０の回動軌跡に沿う。図
４（ｂ）に示すように軸支部５４はアッパー本体部材３８の軸受部６２に連結される。こ
れにより操作部材４０はアッパー本体部材３８に回動可能に支持される。軸支部５４を円
弧状に形成することで、回動軸の中心を操作部材４０の外部に設けることができる。これ
により、回動軸の中心を設けた操作部材と比較して、伝達部５８の移動軌跡を減らすこと
なく軸支部５４を小さくでき、操作部材４０を薄くできる。つまり、回動軸の中心を操作
部材４０の外部の離間した位置に設けることで、操作部材４０の回転動作に応じた伝達部
５８の移動軌跡を大きくすることができる。
【００２６】
　付勢部材４４の一端はバネ端支持部５９に支持され、付勢部材４４の他端はアッパー本
体部材３８に支持され、付勢部材４４は操作部材４０を閉じる方向に付勢する。クッショ
ン部材４６は、緩衝部材であり、アッパー本体部材３８に固定される。クッション部材４
６は、付勢部材４４により閉じられた操作部材４０がアッパー本体部材３８に当接する際
の衝撃を和らげる。
【００２７】
　アッパー本体部材３８は、貫通孔６０、軸受部６２、結合爪６４、第１引掛部６６、第
２引掛部６８および挿入孔６７を有する。アッパー本体部材３８は、ロア部材３６に結合
され、操作部材４０の台座として機能する。アッパー本体部材３８の中央にはシリンダ孔
５０およびキーシリンダ２２を受け入れる貫通孔６０が設けられる。軸受部６２は円弧状
に形成され、アッパー本体部材３８の側面から軸方向に突出する円弧状突部である。
【００２８】
　アッパー本体部材３８の一端側には第１引掛部６６および第２引掛部６８が形成され、
他端側には２つの結合爪６４が形成される。結合爪６４は、撓み可能に形成される弾性体
である一方、第２引掛部６８は剛体である。第１引掛部６６も剛体である。第１引掛部６
６および第２引掛部６８は、結合爪６４より剛性は高い。挿入孔６７は、操作部材４０の
伝達部５８が挿入される。
【００２９】
　ロア部材３６は、ロア本体部材３７、ねじりバネ部材４８およびロータ部材３４を有す
る。ロア本体部材３７は、第１取付部７０、第２取付部７１、ロータ取付孔７２、バネ端
受け部７４、結合孔７６、引掛用孔７７および引掛用孔７８を有する。
【００３０】
　第１取付部７０および第２取付部７１は、ロア本体部材３７の側面に形成され、開閉部
材１０の取付孔１０ｂに取り付けるために用いる。図５（ｂ）に示すように第１取付部７
０は取付孔１０ｂに係止する。
【００３１】
　ロータ取付孔７２には、ロータ部材３４の一部が挿入され、中心軸支部８１の先端が係
合して、円盤形状のロータ部材３４が取り付けられる。ロータ取付孔７２内のバネ端受け
部７４には、ねじりバネ部材４８の一端が支持される。ねじりバネ部材４８の他端はロー
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タ部材３４の中心軸支部８１に支持される。ねじりバネ部材４８は、ロータ部材３４を所
定の回転方向に付勢する。所定の回転方向とは第１ロッド２６および第２ロッド２８を外
側に張り出す方向、つまりロックさせる方向である。
【００３２】
　このように、アッパー部材４２およびロア部材３６が構成される。図５（ｂ）に示すロ
ア部材３６の引掛用孔７７および引掛用孔７８に、第１引掛部６６および第２引掛部６８
を引っ掛けた後、結合爪６４を撓ませて結合孔７６に係止させ、アッパー部材４２および
ロア部材３６が互いに結合されてハウジングユニット２０としてユニット化される。これ
によりハウジングユニット２０において操作部材４０の動作確認ができる。
【００３３】
　図６は、開閉部材１０に取り付けたロック装置１２の断面図を示す。図６（ａ）は、図
１（ａ）に示すロック装置１２の線分Ａ－Ａの断面であり、図６（ｂ）は図１（ａ）に示
すロック装置１２の線分Ｂ－Ｂの断面である。図６（ｂ）では、キーシリンダ２２、ロッ
ク部材および開閉部材１０の内側カバー１４を省いて示す。
【００３４】
　図６（ａ）に示すように内側カバー１４に形成された挿通孔から第２ロッド２８の先端
２８ａが外部に張り出す。図示しない第１ロッド２６の先端２６ａも同様に内側カバー１
４の外部に張り出す。結合孔７６により結合爪６４の係止部分が少なくとも露出する。そ
の開口（結合孔７６）は、操作部材４０が閉じている場合にはカバー部５６により覆われ
て外部に露出しないように構成されている。
【００３５】
　図６（ｂ）に示すように操作部材４０は回転する。ユーザは、凹部１０ａから取っ手部
５５の裏側に指を差し入れて、取っ手部５５をユーザの手前側に引き、操作部材４０を軸
支部５４で回転させる。操作部材４０の回転動作はロータ部材３４を介してロック部材に
伝達され、ロック部材はグローブボックスのロック用孔から脱して開閉部材１０のロック
状態が解除される。開閉部材１０は自重により開く。ユーザが操作部材４０から手を離す
と、操作部材４０は付勢部材４４により元の位置に戻り、ロック部材もねじりバネ部材４
８により元の位置に戻る。
【００３６】
　図７は、開閉部材１０からアッパー部材４２の取り外しについて説明するための図であ
る。アッパー部材４２を取り外す際に、操作部材４０を開方向に回転させて結合孔７６を
露出させた後、結合孔７６に所定の治具１６を差し込んで結合爪６４の結合孔７６への係
止を外す。つまり結合爪６４の係止を外部に露出させる開口（結合孔７６）が設けられ、
開口から係止を解除可能である。図７に示す操作部材４０は全開状態である。
【００３７】
　このようにアッパー部材４２を取り外すには操作部材４０を開方向に回転させる必要が
ある。操作部材４０はキーシリンダ２２のキーがオンであれば回転できず、ロック部材の
移動も規制される。つまり、結合孔７６は、キーシリンダ２２によりロック部材の移動を
規制した場合、外部に露出しないように構成される。これにより、キーシリンダ２２のキ
ーをオンした場合に、アッパー部材４２の取り外しを禁止させることができる。
【００３８】
　図８は、アッパー部材４２の取り外しを説明するための断面図である。図８（ａ）およ
び図８（ｂ）は、図６（ａ）と同じ位置の断面である。図８（ａ）は、図７に示す操作部
材４０と同じ状態を示す。図８（ｂ）は簡略化したアッパー部材４２およびロア部材３６
を示す。
【００３９】
　図８（ａ）は、ユーザは操作部材４０の取っ手部５５を掴んで操作部材４０を全開状態
にし、開口した結合孔７６へ治具１６の先端を外部から差し入れる。結合孔７６の内面は
外側から内側に向かって開口が狭くなるようにテーパ状に形成されており、治具１６を結
合爪６４へガイドする。
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【００４０】
　結合爪６４は、弾性を有するため、治具１６で結合爪６４の係止部分を押せば結合爪６
４が撓んで係止が外れる。剛体の第２引掛部６８は、図８（ｂ）に示すように取っ手部５
５を引っ張ることで回転して引掛用孔７８から外れる。このようにユーザは、操作部材４
０を全開状態にして治具１６で結合爪６４を押せば、ロア部材３６とアッパー部材４２の
結合を解除してアッパー部材４２を容易に取り外すことができる。アッパー部材４２を取
り外した後は、表面が傷ついた操作部材４０を交換したり、キーシリンダ２２を操作部材
４０から外してキーシリンダ２２を交換することが可能となる。
【００４１】
　また、アッパー部材４２に結合爪６４を設けることで、治具１６を結合孔７６へ押し込
んで結合爪６４を撓ませた場合に、結合爪６４が損傷したとしても、取り外す側であるア
ッパー部材４２であるため、アッパー部材４２を交換すれば済む。ロア部材３６が損傷す
ると、ロア部材３６を交換するには、開閉部材１０の内側カバー１４を外して第１ロッド
２６および第２ロッド２８を取り外す必要がありコストがかかる。このように、解除用の
結合爪６４をアッパー部材４２に設けることで損傷した場合のコストを抑えることができ
る。
【００４２】
　図９は、第１変形例のロック装置１１２について説明するための図である。図９（ａ）
は、開閉部材１０に取り付けたロック装置１１２であり、図１に示すロック装置１２と比
べて、アッパー部材１４２およびロア部材１３６の結合構造が異なり、その他は同様であ
る。
【００４３】
　第１変形例のロック装置１１２は、弾性を有する結合爪１６４および剛体の引掛部１６
８の位置が、ロック装置１２と逆である。すなわち、アッパー本体部材１３８は、操作部
材４０の回転軸側に結合爪１６４を有し、操作部材４０の取っ手部５５側に引掛部１６８
を有する。
【００４４】
　結合孔１７６が開口しているため、開閉部材１０内にて結合爪１６４の係止は露出する
。さらに、開閉部材１０の内側カバー１４には解除用開口１４ａが設けられる。解除用開
口１４ａは内側カバー１４のうち結合孔１７６に近い位置に設けられ、ユーザが外側から
解除用開口１４ａを介して結合孔１７６を視認できる位置に設けられる。
【００４５】
　解除用開口１４ａに治具１６を差し込んで、結合爪１６４の係止部分を治具１６で押せ
ば、結合爪１６４が撓んで係止解除される。そしてユーザが取っ手部５５を押せば、アッ
パー部材４２が引掛部１６８を軸に回転して引掛部１６８が引掛用孔１７８から外れる。
このように、ユーザは結合爪１６４を治具１６で押しつつ取っ手部５５を押すことで容易
に解除することができる。
【００４６】
　ここで、解除用開口１４ａに治具１６を差し込むには、開閉部材１０を開いた状態であ
ることが必要である。すなわち、開閉部材１０を閉じて、キーシリンダ２２によりロック
部材の移動を規制した場合、解除用開口１４ａおよび結合孔１７６は外部に露出しないよ
うに構成される。これにより、開閉部材１０を閉じてキーシリンダ２２のキーをオンした
場合に、アッパー部材４２を取り外せないようにできる。
【００４７】
　図１０は、第２変形例のロック装置２１２について説明するための図である。図１０（
ａ）はロック装置２１２の正面図であり、図１０（ｂ）は図１０（ａ）に示すロック装置
２１２の線分Ｄ－Ｄの断面図である。
【００４８】
　ロック装置２１２は、アッパー部材２４２、ロア部材２３６およびロック部材２２６を
有する。ロック部材２２６はロア部材２３６にスライド可能に設けられる。図１に示すロ
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２２６はアッパー部材２４２の動作に応じて上下に移動する。ロック部材２２６は、グロ
ーブボックスのロック用孔に挿脱される。
【００４９】
　ロア部材２３６は、開閉部材１０に取り付けられる。アッパー部材２４２は、ユーザに
操作される操作部材として機能し、ユーザによる操作に応じてロック部材２２６のロック
状態を解除する。
【００５０】
　アッパー部材２４２は、ロア部材２３６に結合されて支持される。ロア部材２３６は、
引掛用孔２７８および結合孔２７６を有する。アッパー部材２４２は、弾性を有する結合
爪２６４、および剛体の引掛部２６８を有する。結合爪２６４は結合孔２７６に係止し、
引掛部２６８は引掛用孔２７８に引っ掛けられて係止し、アッパー部材２４２がロア部材
２３６に結合される。結合孔２７６は、結合爪２６４の係止を外部に露出させるよう開口
する。
【００５１】
　アッパー部材２４２を取り外す際、ユーザは所定の治具で結合爪２６４を押して撓ませ
、係止を解除させる。そしてユーザがアッパー部材２４２の下端の取っ手部２５５を引っ
張れば、アッパー部材２４２が引掛部２６８を軸に回転して引掛部２６８が引掛用孔２７
８から外れる。このように、ユーザは結合爪２６４を押しつつ取っ手部２５５を引っ張る
ことで容易に解除することができる。
【００５２】
　本発明は上述の各実施例に限定されるものではなく、当業者の知識に基づいて各種の設
計変更等の変形を各実施例に対して加えることも可能であり、そのような変形が加えられ
た実施例も本発明の範囲に含まれうる。
【００５３】
　実施形態ではアッパー部材４２に結合爪６４を設け、ロア部材３６に結合孔７６を設け
る態様を示したが、この限りではない。例えば、ロア部材３６に結合爪を設け、アッパー
部材４２に結合孔を設けて、結合孔を外部に開口するよう露出させてよい。
【００５４】
　実施形態では軸受部６２を円弧状突部として設ける態様を示したが、この態様に限られ
ない。軸受部は、円柱状に形成され、アッパー本体部材３８の側面から軸方向に突出する
円柱状突部であってよい。軸受部は軸支部５４に摺動可能に挿入される。
【符号の説明】
【００５５】
　１０　開閉部材、　１０ａ　凹部、　１０ｂ　取付孔、　１２　ロック装置、　１４　
内側カバー、　１４ａ　解除用開口、　１６　治具、　２０　ハウジングユニット、　２
２　キーシリンダ、　２６　第１ロッド、　２６ｂ　窪み部、　２８　第２ロッド、　２
８ｂ　窪み部、　３０　第１リテーナ、　３２　第２リテーナ、　３４　ロータ部材、　
３６　ロア部材、　３７　ロア本体部材、　３８　アッパー本体部材、　４０　操作部材
、　４２　アッパー部材、　４４　付勢部材、　４６　クッション部材、　４８　ねじり
バネ部材、　５０　シリンダ孔、　５２　シリンダ保持部、　５４　軸支部、　５５　取
っ手部、　５６　カバー部、　５８　伝達部、　５９　バネ端支持部、　６０　貫通孔、
　６２　軸受部、　６４　結合爪、　６６　第１引掛部、　６７　挿入孔、　６８　第２
引掛部、　７０　第１取付部、　７１　第２取付部、　７２　ロータ取付孔、　７４　バ
ネ端受け部、　７６　結合孔、　７７，７８　引掛用孔、　８１　中心軸支部。
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